
【４】主な事業
単位：千円
（）：前年度予算
万博のレガシーを活かした「副首都・大阪」の早期実現

①　さらなる成長の加速

１　万博のレガシーを活かした成長産業の創出

	○
	「WHX Leaders Osaka」の開催
	27,692)
	

			【政策企画部】
	≪新規≫
	

	
	ライフサイエンス・ヘルスケア分野の国際見本市（WHX Osaka）の大阪開催に合わせ、海外政府関係者などが参加する同分野の国際会議を民間事業者や大阪市と連携して開催。
	



	○
	「Global Startup EXPO 2026」の開催
	555,511)
	

			【商工労働部】
	(197,884)
	

	
	≪一部新規≫
	

	
	世界で活躍するスタートアップを輩出するため、スタートアップ企業向けの国際イベント「Global Startup EXPO 2026」を開催するとともに、専門家による府内スタートアップ企業の事業化に向けた伴走支援や資金獲得支援等を実施。
	



	○
	Nakanoshima Qrossの産業拠点化
	136,300)
	

			【商工労働部】
	(747,873)
	

	
	≪一部新規≫
	

	
	再生医療等の産業化を加速するため、Nakanoshima Qross（未来医療国際拠点）発のプロジェクト創出等に係る事業者の経費を一部補助するとともに、「交流・共創・発信」の推進にかかる取組を支援。
	※R7.7号補正含む




	○
	ペロブスカイト太陽電池開発・実証への支援
	150,138)
	

			【商工労働部】
	≪新規≫
	

	
	ペロブスカイト太陽電池市場への府内中堅・中小企業の参入を促すため、要素技術の開発・実証に要する費用を補助。
	



	○
	デジタルインフラ整備の推進
	37,784)
	

			【スマートシティ戦略部】
	≪新規≫
	

	
	次世代デジタルサービスの土台となるデジタルインフラの拡充・整備を推進するため、関係企業や大学等を交えた官民協議会を設立し、「大阪圏デジタルインフラ推進計画（仮称）」の策定や集積候補地の条件等を検討。
	





２　世界との戦略的交流

	○
	国際金融都市の実現
	307,391)
	

			【政策企画部】
	(281,091)
	

	
	≪一部新規≫
	

	
	金融系外国企業等を誘致するため、企業への個別アプローチ、進出企業や先駆的な実証事業に対する補助、ワンストップ窓口の運営等を大阪市と共同して実施。
	　



	○
	万博を契機とした国際交流
	28,398)
	

	【府民文化部】
	≪新規≫
	

	
	万博を契機に関係を構築した国等の交流先にトッププロモーション等を実施するとともに、交流先からキーパーソンを招聘し、学生との交流会等を通じて、国際交流を実施。
	



	○
	万博を契機としたビジネス交流
	115,532)
	

	【商工労働部】
	(54,357)
	

	
	≪一部新規≫
	

	
	万博で披露した技術やサービス等を有する府内企業の海外ビジネス展開を支援するため、海外への企業ミッション団の派遣、越境ECや専門商社を活用した販路開拓支援等を実施するとともに、海外ビジネスミッション団を「WHX Osaka」に招致するための出展費用を負担。
	



３　成長を支える人材の確保・育成

	○
	外国人材の活躍・定着促進
	121,543)
	

	【商工労働部】
	(119,066)
	

	
	中小企業に対し、外国人材の採用に関する相談等をワンストップで実施。また、国内外での合同企業説明会等を実施するとともに、多言語での労働相談を実施。
	



	○
	府立学校における産学官共創教育モデルの実施
	198,000)
	

	【教育庁】
	≪新規≫
	

	
	万博を通じて最先端技術に触れた経験を未来につなげるため、府立学校の生徒が主体となって、企業や大学等と連携し、商品やサービスの開発・製作等に取り組む探究的教育活動を実施。
〔債務負担行為の設定(令和8～10年度)396,000千円〕
	



②　都市力の向上

１　世界の人々を惹きつける都市魅力の向上

	○
	御堂筋を活用した国内外への魅力発信
	320,000)
	

	【府民文化部】
	(600)
	

	
	令和8年度から10年度にかけて、大阪のシンボルストリートである御堂筋において、国内外からの話題を集めるイベントを実施。
	※R7.3号補正含む



	○
	大阪のにぎわいにつながる魅力発信
	 300,000)
	

	【府民文化部】
	(500)
	

	
	令和8年度から10年度にかけて、食や大型の誘客促進イベントなど、大阪を代表するコンテンツを創出・発信。
	※R7.3号補正含む



	○
	オーバーツーリズム対策特別補助金
	1,000,000)
	

	【府民文化部】
	≪新規≫
	

	
	ごみの投棄など、観光客の集中により発生する課題を解決するため、市町村の対策経費を補助。
	



	○
	ミャクミャクモニュメントの活用
	82,608)
	

	【府民文化部、環境農林水産部】
	≪新規≫
	

	
	府域へのさらなる誘客促進を図るため、府有施設や観光地等を公募で選定し、2025年大阪・関西万博で使用されたミャクミャクモニュメントを巡回展示。
	



	○
	第45回全国豊かな海づくり大会の開催
	720,604)
	

	【環境農林水産部、公安委員会】
	(54,254)
	

	
	豊かな大阪湾を身近に感じ、水産資源の保護・管理、海や河川等の環境保全の大切さを府民に広く知っていただく機会とするため、「第45回全国豊かな海づくり大会」を開催。
・式典行事、海上歓迎・放流行事等の実施
・会場警備体制の整備、交通安全対策の実施
	



	○
	統合型リゾートの立地推進
	) 124,520)
	

	【ＩＲ推進局】
	(121,973)
	

	
	IＲの実現に向け、大阪府・大阪市が一体となり取組を進めるとともに、府民理解の促進を図るため
府民全体、地元企業、大学生などを対象とした情報発信等を実施。
	



２　「副首都」化を見据えたまちづくり・都市基盤整備

	○
	夢洲第２期区域まちづくりの推進
	) 83,283)
	

	【都市整備部、大阪都市計画局】
	≪新規≫
	

	
	大屋根リング約200mとその周辺エリアを、万博を記念する公園・緑地等として整備するため、基本計画策定や基本設計等の検討調査を実施。
また、夢洲への鉄道アクセスとなるJR桜島線延伸及び京阪中之島線延伸の事業化に向けた検討を実施。
〔債務負担行為の設定（令和8～9年度）24,773千円〕
	



	○
	大阪公立大学等の新学舎整備
	) 8,590,397)
	

	【副首都推進局】
	(3,957,576)
	

	
	学部集約に向けた既存学舎の整備及び工業高等専門学校の移転に係る整備を行うため、公立大学法人大阪が実施する工事等に係る経費を補助。
〔債務負担行為の設定（令和 8～9 年度）2,314,182 千円〕
	






	○
	道路・鉄道ネットワークの整備
	47,330,926)
	

	【都市整備部】
	(35,048,504)
	

	
	・骨格道路（７放射軸・３環状軸）の整備
	7,220,733
	（5,665,503）

	
	道路ネットワークの充実・強化を図るため、都市の骨格となる7放射軸・3環状軸を形成する道路整備を実施。
〔債務負担行為の設定(令和8～12年度)11,045,000千円〕
	

	
	・茨木箕面丘陵線の整備
	6,180,602
	（1,668,485）

	　　
	道路ネットワークの機能強化や新たな産業用地の創出に資する茨木箕面丘陵線の整備を実施。
〔債務負担行為の設定(令和8～11年度)14,800,000千円〕
	

	
	・なにわ筋線の整備
	9,108,351
	（8,391,219）

	　　
	国土軸上の新大阪や大阪都心部(キタ・ミナミ)と関西国際空港や大阪南部地域間のアクセス強化等に資するなにわ筋線の整備を促進するため、整備主体である関西高速鉄道㈱に対して出資・補助。
	

	
	・淀川左岸線延伸部の整備
	402,334
	(273,334)

	　　
	広域的な高速道路ネットワーク機能を強化する淀川左岸線延伸部の改築等(国直轄事業)の事業費の一部を法令に基づき負担。
	

	
	・大阪モノレールの延伸
	24,418,906
	(19,049,963）

	
	大阪都心部から放射状に延びる既存鉄道を環状に結節し、広域的な鉄道ネットワークを形成するとともに、沿線地域の活性化を図るため、大阪モノレールの門真市駅以南への延伸を実施。
〔債務負担行為の設定(令和8～14年度)38,629,036千円〕
	



誰もが安全・安心にいきいきと暮らせる環境づくり

１　物価高騰に対応し、府民や事業者を支援する取組の推進

	○
	物価高騰対策（地方創生臨時交付金の活用）
	10,391,441)
	

	【福祉部、商工労働部、環境農林水産部、教育庁ほか】
	(19,125,668)
	

	
	・子ども食堂における食の支援
	469,972
	(421,972)

	
	食料品の物価高騰の影響を受ける子ども食堂の取組を支援するため、府内の子ども食堂を対象に、缶詰及びレトルト食品等の食品セットを配付。
	

	
	・府立学校における学校給食費等の負担軽減
	582,124
	(696,270)

	　　
	子育て世帯等の負担軽減のため、府立学校において保護者が支払う学校給食費等を負担。
	

	
	・中小企業等の賃上げ環境整備
	5,809,182
	(1,532,345)

	
	府内中小企業の賃上げを促進するため、価格転嫁のための伴走支援等を行うとともに、設備投資や利益率向上、販路開拓に要する費用を補助。
	≪一部新規≫

	
	・中小事業者の高効率空調機導入の促進
	2,292,178
	(1,576,071)

	
	中小事業者の脱炭素化や電気料金の削減による経営力強化を支援するため、高効率空調機の設置費用の一部を補助。
	など





２　府民のいのちと健康、安全・安心を守る取組の推進

	○
	性犯罪・性暴力被害者の支援
		　　　　98,126)
	

	【政策企画部】
	(107,124)
	

	
	≪一部新規≫
	

	
	性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターを運営し、相談対応や被害者支援を実施するほか、医療機関に対する協力金の支給や府民への周知啓発を実施。
	



	○
	依存症対策の強化
		　　　562,390)
	

	【健康医療部】
	（133,105）
	

	
	依存症の総合的な支援体制を整備するとともに、（仮称）大阪依存症対策センターの開設に向けて、機能の具体化や施設整備の企画検討、運営に必要な人材確保・養成等を推進。
〔債務負担行為の設定（令和8～10年度）100,000千円〕
	



	○
	大阪府立病院機構運営費負担金
	12,834,686)
	

	【健康医療部】
	(9,274,511)
	

	
	地方独立行政法人大阪府立病院機構が実施する政策医療等に係る経費を負担。引き続き、府が民間コンサルタントの専門的知見を活用し、経営改革プラン（案）の着実な推進を支援。
	



	○
	警察署の建替等整備
	12,025,284)
	

	【公安委員会】
	(8,206,221)
	

	
	警察施設としての機能維持を図るため、老朽化、狭隘化が著しい警察署の建替え等を実施。
	

	
	・八尾警察署移転建替整備 （建築工事）
・和泉警察署移転建替整備 （建築工事）
・貝塚警察署移転建替整備 （建築工事）
・高槻警察署移転建替整備 （建築工事）
・生野警察署移転建替整備 （建築工事）
・曾根崎警察署建替整備 （建築工事）
・夢洲警察署（仮称）新築整備（実施設計）
・八尾航空隊基地移転建替整備（基本計画）
	（令和8年度竣工予定）
（令和8年度竣工予定）
（令和8年度竣工予定）
（令和8年度竣工予定）
（令和10年度竣工予定）
（令和14年度竣工予定）
（令和12年度竣工予定）
（令和15年度竣工予定）
	



３　府民のいきいきとした暮らしの充実に向けた取組の推進

	○
	市町村の行財政基盤の強化等に対する支援
		　　1,200,000)
	

	【総務部】
	(1,150,000)
	

	
	基礎自治機能の充実強化を推進するため、市町村の持続的、安定的な行政サービスの提供のための体制整備や行財政基盤の強化に係る取組に加え、より踏み込んだ将来のあり方や人材確保・公共施設再編等の課題の解決に向けての検討や議論に取り組む市町村に対し補助。
	



	○
	地域公共交通機能の確保に向けた新たな支援
		　　　　71,250)
	

	【都市整備部】
	≪新規≫
	

	
	広域路線のバス運行を担うバス事業者等に対し、大きな負担となっている車両購入費の一部を補助。
	



	○
	スマートシティ戦略に基づく住民QOL向上等の推進
		　　　　52,360)
	

	【スマートシティ戦略部】
	(6,994)
	

	
	≪一部新規≫
	

	
	進化が著しいAIエージェント分野の調査・分析やSNSをはじめとする多様な住民の声を収集するブロードリスニングに関する技術的検証を実施するとともに、基幹システムの共同化による市町村DXを推進。
	



	○
	庁内DXの推進
		　　1,429,642)
	

	【総務部、財務部、福祉部、健康医療部、会計局、教育庁】
	(1,017,236)
	

	
	≪一部新規≫
	

	
	利便性の高い行政サービスの充実と、持続可能な行政運営を実現させるため、更改期に合わせたシステムの最適化や業務の抜本的な見直しを推進。
・総務事務システム、税務システムの更改
・eLTAXを活用した公金収納事務のデジタル化
・社会福祉施設及び医療機関等の許認可・検査等業務DXプラットフォームの構築
・児童虐待情報リアルタイム共有システム、学校納付金システムの構築等
・高度専門人材の育成、生成AIシステムの充実等
	



次代を担う子どもたちが自らの可能性を追求できる社会の実現

１　子どもたちの「学び」の環境の充実

	○
	高校・大阪公立大学等の授業料等無償化
		　79,973,853)
	

	【副首都推進局、教育庁】
	(66,219,655)
	

	
	大阪の全ての子どもたちが自らの可能性を追求でき、子育てしやすい社会を実現できるよう、私立高校、公立高校及び大阪公立大学等の授業料等を無償化。
	



	○
	公立小学校等における学校給食の抜本的負担軽減
		　22,224,536)
	

	【教育庁】
	≪新規≫
	

	
	公立小学校等における保護者負担の抜本的な軽減を図るため、学校給食に係る費用を補助。
	



	○
	私立高等学校等振興助成費
		　43,296,013)
	

	【教育庁】
	(39,274,305)
	

	
	私立高校等に対し、教育に必要な経費の一部を助成するとともに、私立小中学校の助成について、特色ある教育を求める子どもたちの多様なニーズに応えるため、補助単価を引上げ。
	



	○
	府立学校施設の魅力化
	　　3,160,710)
	

	【教育庁】
	(1,151,892)
	

	
	≪一部新規≫
	

	
	府立学校の魅力化を推進するため、老朽化した府立学校施設の改築や普通教室の内装リニューアル等を実施。
	




２　国際社会で活躍できる力を育む教育の推進

	○
	大阪公立大学における秋入学制度の導入
		　　　　38,247)
	

	【副首都推進局】
	(12,370)
	

	
	大学の国際化を推進するとともに、グローバル社会で活躍できる人材を育成するため、秋入学（原則、英語で授業を実施）の学士課程への導入に向けた調査・検討を実施。　
	



	○
	府立高校における英語教育の推進
		　　　722,077)
	

	【教育庁】
	(481,909)
	

	
	≪一部新規≫
	

	
	実践的な英語力の向上に加え、豊かな国際感覚や多様性を受け入れる態度の醸成を図るため、海外の学校と姉妹校提携及び姉妹校交流活動の支援を実施するとともに、府立高校生が「高校生大使」として、万博を契機に交流を持った国等の訪問を実施。
	



３　すべての子どもたちの健やかな成長を支える環境の充実

	○
	少子化対策の強化
	4,925,222)
	

	【福祉部、健康医療部】
	(3,305,549)
	

	
	・新子育て支援交付金の拡充
	4,010,000
	(3,305,549)

	
	子育て支援施策や子どもの貧困対策の充実に加え、少子化対策の取組を強化する市町村に対し支援を実施。
	≪一部新規≫

	
	・保育施設のユニバーサルサービス化
	909,772
	≪新規≫

	　　
	要配慮児童（障がいのある児童等）の受入を促進するため、私立の保育所や認定こども園等に対し、保育補助者の雇用費用を補助。
	

	
	・安心して出産できる環境の整備に対する支援
	5,450
	≪新規≫

	
	無痛分娩実施時の急変対応に係る研修を支援するとともに、極低出生体重児を主に受け入れる医療機関に対しドナーミルク利用に係る経費を補助。
	



	○
	不登校等対策の強化
		　　1,577,890)
	

	【教育庁】
	(964,656)
	

	
	≪一部新規≫
	

	
	公立小学校におけるスクールカウンセラーを増員するとともに、大阪府教育センターにおいて不登校児童生徒を対象に通所やメタバース空間を活用した支援を実施するなど、府内小中学校及び府立学校における不登校等対策を実施。
また、不登校を経験した生徒の新たな選択肢となる「学びの多様化学校」を設置。
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